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掛帯型コンピュータと各稲通信機器の普及により、移動しながらインターネットにアクセスして使用

するモーパイルコンピューテイング環境が現実のものとなってきている。こういった状況に対しホスト

が移動しながら透過的かっ迎統的に通信をおこなうための方式がいくつか健案されているが、現状では

lt1ーのホストの移動しか考慮されていない。本衝ではネットワーク単位での移動を実現するための様々

な方式を提案し、それぞれの持つ技術的な問題点を述べ、さらに応用についても議論する。

1 はじめに 者から見た場合たとえネットワークが物理的に移動し

ても、現在おこなっているファイル転送などの作業は

近年のコンピュータの小型経庇化は帯しく、移動し 継続できなければ実用的とはいえない。このように過

ながらインターネットをはじめとするネットワークに 借を継続しながらのネットワーク単位の移動が実現す

鏡節して利用する、いわゆるそーパイルコンビューティ ることにより、現状では不可能であった以下のような

ング環境が現実的のものとなりつつある。 様々な利用形態が考えられる。

このような状況のなか、インターネット上でのホス

ト移動をサポートするプロトコルの研究がいくつかお

こなわれている。代表的なものにWIDE/Sonyが開発

中のVirtualIntcmet Protocol(VIP)(l]という方式と、

現在InternetEngineering Task Forct'(IETF)で標惜

化作業がすすめられている MobilcIP(2]という方式が

あるが、両方式とも単独のホストの移動しか考感され

ていない。

しかし将来のモーパイルコンビューティング環境を

考えた場合、現在のようにホストを持ち歩きながらイ

ンターネットを利用できるというだけでは、今後盛場

するであろう様々な利用方法・利用形態への対応は躍

しい。よってホストが単独で移動する場合だけでなく、

いくつかのホストや機器が LANを形成しており、そ

れがインターネットへの按続先を次々に変更しながら

移動する、いわゆる移動ネットワークも考慮する必要

がある。もちろん移動ネットワークといっても、利用
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-自動車や飛行機などの乗物からインターネットへ

のアクセス

-組数の接続先(プロパイダ等)を切り替えて、家庭

内LANからインターネットへアクセス

-移動対応でない通常のホストでも移動ネットワー

ク内からインターネットへアクセス

近い将来、自動車には当然LANが構築されている

ことが予想される。ここでは例として車内に接続され

たホストからインターネットへのアクセスおこなうこ

とを考える。まず走行中は傍帯電話などの帯壌の狭い

無線機器からアクセスせざるを得ないので、キャッシュ

などを用いてなるべく通信置を減らす工夫が必要であ

るが、ガYリンスタンドで給油中もしくはサービスエ

リアで駐車中には椛峻の広い光ファイパ一等を接続し、

キャッシュのデータなどを更新するというような利用

法がおそらく一般的になるだろう。そのためには利用

者やアプリケーションから見て、接続先の切り替えが

透過的におこなわれる必要がある。

また飛行機も同様で、例えば日本からアメリカへの

飛行を考えた場合、機内LANは最初li成問へ光ファイ

パーで、次に日本上空では無線でアクセスするが、無
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線が届かなくなると衛星経由に切り称え、そして最後

にはまたアメリカの空港へ無線でアクセスするという

ような接続形態が可能になり、その間利用者の通信は

迎観しておこなえる。

家庭内LANの場合を考えると、 LANそれ自体が物

理的に移動するわけではないが、接続先を切り替える

ことはネットワークが移動することと等価と考えられ

る。具体的な用途として考えられることとして、ある

時間以降に電話料金が固定になる場合、その時間にな

るまでは大学等へ接続していて、その時間以降は契約

しているプロパイダに、現在のセッションを継続した

まま接続先を変更するkいうことなどが挙げられる.

個々で従来のホストの移動と、ネットワークの移動

の相違点について述べる。まず最も大きな遣いとして

挙げられることは、移動ホストを実現するには、移動

したい全てのホストが移動対応でなければならないと

いう条件があるのに対して、移動ネットワークを実現

するにはルータとなるホストを除けば、内部にあるホ

ストは移動対応に修正する必毘がないという点である.

前述のVIPやMobileIPというプロトコルを用いて移

動ホストを実現するには、システムを変更したり、特

殊なアプリケーションを常時助作させるなどをして移

動に対応させているが、移動ネットワーク内にいれば、

通常のホスドでも透過的に通信がおこなえるので、す

べての既存のホストを移動対応にすることに比べて非

常に現実的である。しかし当然ながらあるホストが移

動ネットワーク内から離脱して単独で移動する場合は、

そのホストは移動対応になっている必鹿がある。

2 移動するネットワークの問題点

本来のインターネットのアーキテクチャは、当然な

がらネットワークが移動することなどは全く考慮され

ていない.考慮されていないだけでなく、経路制御や

それに伴うアドレスの割り当てポリシーなどはネット

ワークは移動しない、すなわちネットワーク聞のトポ

ロジーが変化しないことが前提となっている。本軍で

はこういった状況においてネットワークが移動すると

仮定した場合どのような問題が生じるのかを検討する。

2.1 移動ネットワークの定義

まず移動ネットワークとは何か定義する。移動ネッ

トワークは用途に応じて様々な構成がとられ、その接

続形態等は規定されるべきではないが、今回は以下の

ような簡単な構成のネットワークのみを対象とする。

.単一の物理セグメントである

ーイーサネットならば1セグメント

→無線LANならば1つのエリア内

. ，レータとなるホストが一台だけ存在する

→これをモーパイルルータと呼ぴ移動ネットワー

ク内部へのトラフィックは全てこのルータを紐曲

する

-移動ネットワーク内部のホストのすべてが移動対

応であるとは限らない

また移動ネットワークは以下に示すように状態を遷

移するが、切り離されて移動中という場合は、通常の

ルータが故障している場合と同様にみなし、今回はそ

の状揺を特別に考噂することはしない。

1.正規のネットワークに接続されている

2.現在いるネットワークからの離脱

3.切り離されて移動中

4.新たなネットワークで接続交渉

5.新たなネットワークに接続される

移動のたびに2-5が繰り返される。

2.2 移動ネットワークの問題点

移動ネットワークには当然アドレスをつける必要が

あるが、そのアドレスには以下のような種類が考えら

れる。

-クラスCのアドレスを新規に取得する

-クラスBのアドレスをmいている組織の場合、使
われていないアドレスを割り当ててもらう

-プライペートアドレスを用いる

プライペートアドレス(3):を用いる方法については、

NATの解説とともに後述する.よって以下の議論は移

動ネットワークのアドレスが、あるクラスCもしくは

あるクラスBの一部であると仮定する。

移動ネットワークが新規接続をした後、モーパイル

ルータが経路情報をアナウンスし、それが瞬時にイン

ターネット上へ伝備すれば、理論上は問題なく通信を

おこうことができる。しかし以下に述べる理由により

それは現実的ではない。
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1. IPアドレスの枯渇問題が憂慮されている現在、移

動ネットワーク用に新焼にアドレスを取得できる

可能性はほとんどない

2.モーパイJvlレータが経路情報をアナウンスする時、

OSPFの場合は認証が必要であるため、新規接続

先のネットワーク側との事前の調整がなければ経

路をアナウンスできない[4]

3.遮用上の問題として全てのホストやルータが可変長

ネットマスク(VLSM)対応の経路衰を持ち、 OSPF

等を利用して経路情報を交換できるわけではない

4.同ーの自樟システム (AS)内での移動の場合でも、

接続先のネットワークのルータがセキュリティ対

策のため、経路情報のフィルタリングをおこなっ

ている場合が多いので、経路情報は伝摘しない可

能性が高い

5.最近はアドレスの枯渇以上に経路情報の増大が問

題になっており、経路情報の集約がおこなわれて

いるため、本来所属している ASとは異なる AS

に移動した時には、その経路情報は伝播できない

[5] 

6.たとえ経路情報をアナウンスすることが可能であっ

たとしても、現実には伝播するためにはある程度

の時聞がかかり、その聞は通信がおこなえない

3.1 VIP方式

VIP方式は OSIの7層モデルのネットワーク届を

VIP周とIP層の2つに分ける。 VIP厨でのアドレスは

ホストの識別子をあらわし、 IP眉でのアドレスはネッ

トワーク上の位置情報をあらわしている。移動ホスト

は移動先のネットワークでDHCP[吋等を用いて一時
的にIPアドレスを取得し、それをホームルータに通知

する。ホームルータのAddressMapping Tablc(AMT) 
と呼ばれるテープルにはVIPアドレスと IPアドレス

の組合せが登録される。さらに通知のパケットが通過

した、途中にあるVIP対応のルータにも同じAMTの
エントリがキャッシュされる。
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図 1:VIP方式の通信

通常のホストと移動ホストの通信を考えると、移動

ホストのVIPアドレス宛のパケットは経路情報に従っ

3 既存の移動ホスト対応プロトコル てホームルータへ向かうが、途中にVIP対応のルータ

があれば、そのAMTにVIPアドレスと IPアドレス
前述したように、通常のインターネットの仕組みの

中で移動ネットワークを実現することは問題点が多す

ぎて不可能である。よって移動ネットワークの実現に

は次に挙げる移動ホスト対応プロトコルを利用する。

• VIP方式の拡張

• Mobile IP方式の拡張

• NATの事j用

本軍では現在提案されているホスト移動対応プロト

コルの中で、 ¥VIDE/Sonyが開発中の¥1Pと、 IE・Tr
で掠柏化がすすめられているMobill'IPの二種類の方
式の概要を紹介する。

またNATは移動ホスト対応プロトコルというわけ
ではないが、 NATの仕組みに閲しては後述する。

の組合せがキャッシュされているため、その移動ホス

ト宛のパケットはアドレス変換されて、現在健統して

いる位置に転送される。もちろん途中にキャッシュさ

れていなくとも、ホームルータまでパケットが届けば

アドレス変換されて転送される。なお実装にはIPオ

プシgンを使用している.

3.2 Mobile IP方式

Mobile IP方式の場合、移動ホストのIPアドレスは
移動しても変わらない.しかし移動先のネットワーク

には紡問先エージェント (FA)が存在しなければなら
ない。 FAはセグメント内にその存在をピーコンを用い
て定期的にアナウンスし、移動ホストはネットワーク

に新規接続した後、それを聞くことにより FAを見つ
け出し、 FAとデータリンクレベルで通信して、 FAに
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移動ホストの存在を通知する D FAはさらに移動ホス 全ての機締にアドレスを再割り当てする。

トのホームエージェント (HA)にそれを通知する。 HA

には移動ホストのIPアドレスと FAのIPアドレスの 4.1.1 通常の動作

組合せのテーブルが生成される。

IH刈 ー一ーIPpacket 
.11 _..-tunneling packet 

--・-II.!-ーーー ….'''datal1nk dlrect ，・、， I ! 、，、
@手入 'ihtmt¥ 過?73三ti--仙、

_..~・.・1 、 o ‘‘ L ..._-一一ー-~FAt・\ h 、 -，-'-田』、-、:
‘ ，  ~\日r、・、'.""ム..晶
¥ー ___，IIIT ¥ 巴3J

H:ホスト 日A:ホームzージェント -・・・・・・・・・・・
MH:移動ホ;1.ト FA:紡問先エージzント

図2:Mobi1e IP方式の通信

通常のホストと移動ホストとの通信を考えると、移

動ホユト宛のパケットは経路情報に従ってHAに到着

する。テーブルを検索してその移動ホストと対応する

FAのエントリを諜き、パケットをIPill IPでカプセル

化してFAにトンネPング [i)する。 FAはそのパケッ
トを脱カプセル化して、データリンク周のプロトコル

を用いて移動ホストに直俊そのパケットを転送する。

現在の実装においては、トンネリングに関してはネッ

トワークインターフェイスを用い、データリンクレベ

ルでの通信はホスト単位の経路制御と ARPテープル

の傑作で対応している。

4 VIPの拡張による実現

この章ではV1Pを拡張して移動ネットワークを実現

する三通りの方法を解脱する。

以下の繕論のため、例として移動ネットワークは

133.138.194.0/24というアドレスを持ち、そのホーム

Iv-タはHRlとし、 133.4.34.0/27というセグメントに
新焼接続する場合を考える。またこの移動ネットワー

クに接続して来るよその移動ホストを Xとし、 Xの

ホームルータはHR2とする。

4.1 アドレス全付け替え方式

最初の方式は、 VIPのモデルはそのままで、移動先

でアドレスプロックを取得し、移動ネットワーク内の

‘'、、

."ー‘、
X，I 
133.4.200.99 
(133.10.10.2) 

図3:アドレス全付け替え方式

1.モーパイルルータ (MR)がDHCPサーパから自

分用のアドレスに 133.4.34.10を取得する

2.移動ネットワークのネットマスク分のアドレスプ

ロック 133.4.200.0/24をDHCPサーバから取得

し、その経路情報をアナウンスする

3.モーパイルルータ自身が DHCPサーバとなり、

取得したアドレスプロック 133.4.200.0124を移動

ネットワーク内の機器に対して再割り当てをする

4.ホームルータ HR1のAMTにはネットワーク対

ネットワークという組合せの対応が生成される

ここで移動ネットワーク内の 133.138.194.5(この時

点では133.4.200.5というアドレスがついている)とい

うホストが移動ネットワークを離脱して、よそのネッ

トワークに接続され、一時的に 133.113.10.10という

アドレスを取得したとするo HRlのAMTは表1のよ

うになり、最長一致アルゴリズムにより 133.138.194.5

宛のパケットは、 HR1で正しく 133.113.10.10にアド

レス変換され転送される。

133.138.194.0/24 - 133.4.2∞.0/24 
133.138.194.5/32 → 133.113.10.10/32 

表 1:HR1のAMTその1
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4.1.2 よその移動ホストが接続

よその移動ホスト Xが接続されると、 XはDHCP

を用いてMRから133.4.200.99というアドレスを取得

するo HR2には表2という AMTが生成され、通常の

ホストから Xへのパケットは、既存のVIPの場合と

全く同じよラに経路情報に従い HR2 に~J速しアドレ

ス変換され133.4.200.99に到遣する。

|133瓜10.2/32 → 133.4.200~99/32I 

表2:HR2のAMTその1

4.1.3 問題点

・この場合、移動ネットワーク内の機器は全て

VIP/DHCPに対応している必要がある

・動的にアドレスプロックを取得するためには

DHCPの機能の拡張が必要である

・移動ネットワークのネットマスクが接続先のネッ

トマスクより狭い場合には、接続先のネットワー

クの経路制御が可変長ネットマスクに対応してい

なければならない

-取得したアドレスプロックの経路情報を、モーパ

イルルータがOSPFを用いてアナウンスするため
には認証が必要である

4.2 アドレス無変更方式，-1

前述したアドレス全付け替え方式は、移動ネットワー

ク内の全ての機器がVIP/DHCP対応でなければなら

ないという非常に現実的でない条件がある。

以下で述べる二通りの方式では移動ネットワーク内

の機器のアドレスは変更せずに、すなわち移動ネット

ワークのアドレスが不変であっても、通信をおこなう

ことが可能である。

4.2.1 通常の動作

1.モーパイルルータ (MR)がDHCPサーバから自

分用のアドレスに 133.4.34.10を取得する

2.移動ネットワークのネットマスク分のアドレスプ

ロッタ 133.4.200.0/24をDHCPサーバから取得

し、その経路情報をMRがアナウンスする

司司降、、 133.4.34.0/27 

，，ー、、
I，_X，I 
133.138.194.99 
(133.10.10.2) 

図 4:アドレス無変更方式一1

3.ホームルータ HRlのAMTにはネットワーク対

ネットワークの組合せの対応が生成される

4.移動ネットワーク内の機器宛のパケットは、 HR.1

でまずアドレス変換され、 MRにおいて元に戻さ

れ、通常の経路制御に基づき転送される

ここで移動ネットワーク内の 133.138.194.5という

ホストが移動ネットワークを離脱して、よそのネット

ワークに接続され、一時的に133.113.10.10というアド

レスを取得したとすると、 HR1のAMTは表1と同じ

になり、最長一致のアルゴリズムにより 133.138.194.5

宛のパケットは、正しく 133.113.10.10にアドレス変換

され転送される。

4.2.2 よその移動ホストが接続

よその移動ホスト Xが接続されると、 XはDHCP

を用いて 133.138.194.99というアドレスを一時的に取

得する。 HR2には表3のAMTが生成される。

|133.10.10.2/32 → 133.138.194.99/32 I 

表3:HR2のAMTその2

通常のホストが移動ホスト X(f33.10.10.2)宛のパ

ケットを送信すると、経路情報に従いHR2に到達す

る。 HR2で7ltレス変換がなされ133.138.194.99へ転

送される。このパケットは経路情報に従い今度はHRl

に到速するが、 HRlには表1のAMTがあるのでさら

にアドレス変換され133.4.200.99に向かう。経路情報

に従いそーパイルルータまで到速すると宛先が元に戻
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され、すなわち宛先が133.138.194.99になり Xに到達

する.

4.2.3 問題点

・動的にアドレスプロックを取得するためには

DHCPの機能の拡張が必要である

-移動ネットワークのネットマスクが銀統先のネッ

トマスクより狭い場合には、~統先の組織の経路

制御が可変長ネットマスクに対応していなければ

ならない

-取得したアドレスプロックの経路情報をモーパイ

ルルータがOSPFを用いてアナウンスするために

は思陛が必要である

4.3 アドレス無変更方式:--2

この方法はDBCPの拡彊を必要とせず、モーパイル

Jレータが経路をアナウンスする必要もないためにもっ

とも実現が容易である。二種類のアドレス無変更方式

は全く閉じ実装になる。

4.3.1 通常の動作

(x:1 
133.138.194.99 
(133.10.10.2) 

図5:アドレス無変東方式-2

3.移動ネットワーク内の機器宛のパケットは、 HRl

でまずアドレス変換され、 MRにおいて元に戻さ

れ、通常の経路制御に基づき転送される

ここで移動ネットワーク内の 133.138.194.5という

ホストが移動ネットワークを離脱して、よそのネット

ワークに接続され、一時的に133.113.10.10というアド

レスを取得したとすると、 HRlのAMTは衰4のよう

になり、最長一致のアルゴリズムにより 133.138.194.5

宛のパケットは、 Eしく 133.113.10.10にアドレス変換

され転送される.

133.138.194.0/24 → 133.4.34.10/32 

133.138.194.5/32 - 133.113.10.10/32 

表4:BR1のAMTその2

4.3.2 よその移動ホストが按続

よその移動ホスト X(133.10.10.2)が接続されると、

X はDHCPを用いて 133.138.194.99というアドレス

を一時的に取得する。HR2には表3と同じAMTが生

成される。

通常のホストがX宛にパケットを送信すると、経路

情報に従いHR2に到達する。 HR2でアドレス変換がな

され133.138.194.99へ転送される。このパケットは経路

情報に従い今度はHR1に到遣するが、 HRlでは表4の

AMTに基づき、さらにアドレス変換され133.4.34.10

に向かう。経路情報に従いMRまで到述すると宛先が

元に戻され、すなわち宛先が133.138.194.99になり X

に到遣する.

4.3.3 問題点

・ネットワーク対ホストという多対ーの組合せの対

応は、臓別子と位置情報の一対ーの組合せの対応

という VIPのモデルにそぐわない

5 Mobile IPの拡張による実現

以下の蟻蹟のため、例として移動ネットワークは

1.モーパイルルータ (MR)がDBCPサーパから自 133.138.194.0/24というアドレスを持ち、そのホーム

分用のアドレスに133.4.34.10を取得する エージzント (HA)のHAlのアドレスは133.138.192.2

とし、 133.4.34.0/27というセグメントに新規傍続する

2.ホームルータ HRlのAMTにはネットワーク対 場合を考えるo133.4.34.0/27に存在する肪問先エージェ

ネットワークの組合せの対応が生成される ント (FA)のアドレスは133.4.34.10である。またこの
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移動ネットワークに接続して来るよその移動ホA トをX

とし、 XのホームエージェントはHA2(133.138.192.2) 

とする。

5.1 通常の動作

tunnel グー-，

FA ~------一一-!r---叫 HA ト・ 1
3314・34.M i l-JzτゴJ

133.4.34 .0/27 \~. U~・叶~:r.c;.~
'\\ー~、、、、、、

11 
11 
11 
11 
11 

図6:Mobilc IPでの実現

1.ホームエージェント HA1は移動ネットワーク用

の経路情報をアナウンスしている

2.モーパイルルータ (MR)は移動先のネットワーク

に接続すると、 FAからのピーコンを聞き FAのア

ドレス等を知り FAに笠録要求をおこなう

3. FAはそれを受けてHAlに登録要求を転送する

4. HA1は登録要求によって FAにトンネルを張り、

移動ネットワークの経路はそのトンネリング用の

インターフzイスを示す

5. FAに転送されてきた移動ネットワーク宛のパケッ

トは、 FAとMR聞をデータリンクレベルのプロ

トコルを用いてMRに転送される

アドレスが133.20.20.20の通常のホストから、移動

ネットワーク内の133.138.194.7という惜器へのパケッ

トの儲子を図71こ示す。

5.2 よその移動ホストが績続

133.20.20.20 HAI FA&MR 

図1:パケットヘッダの遷移その1

登録する.ここであるホスト (133.20.20.20)から移動

ホスト Xへのパケットの様子を見ると以下の図8のよ

うになる。

133.却.20.20

HAI 

FA 
MR 

図8:パケットへッダの避移その2

5.3 間短点

・データリンクの種類分の直接通信する機構を作る

必要があるので実装の効率が悪い

・トンネリングはエラーが起きた場合の通知や、無

限ループの検出、フラグメントの問題などがある

ため扱いが難しい

-移動ネットワーク内に、よその移動ホストが接続

してくると、トンネリングが二段階になり、さら

に扱いが鍵しくなる

6 NATによる実現

移動ホスト Xのアドレスは133.10.10.2であり、そ Nctwork Address Transla.tor(NAT)[8)と呼ばれる方

のHAであるHA2のアドレスは133.10.10.1であると 式は、当初はIPアドレスの枯渇を解消するために考案

する.また移動ネットワークのFAはMRが1在任して された。最近は企業などはセキュリティ対策からファ

いる。 XはMR(133.138.194.1)をFAとして HA2に イアウオール(防火盤)を構策して、インターネットと
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直接接続するホストを制限し、ファイアウオールの内

部はプライペートアドレスを使用するという方法が一

般的に用いられているが、 NATはこうした接続形態と

相性がよいため、最近は当初の目的から離れた使い方

をされる場合が多い。

6.1 NATの仕組み

NATルータはアドレスプールを持っており、ファイ

アウオールの内郁のホストから接続毘求があった場合、

内部のアドレスとアドレスプールのうちの一つのアド

レスとの対応を生成し、動的にパケットのアドレスを

書き換えるという方法をとる。よって同時にファイア

ウオール内部の一定数以上のホストがインターネット

へアクセスすることはできない。またファイアウオー

ルの機能として当然ではあるが、インターネットから

内部のホストへのアクセスが基本的には不可能である。

しかし一部のホストについて静的なアドレスの対応を

設定した場合、外部から内部のそのホストへのアクセ

スは可能である。

6.2 NATでの実現

NAT用のルータをそーパイルルータとして使用し

て、移動ネットワークにプライベートアドレスをつけ

た場合、前述したように移動ネットワーク内の機器か

らはインターネットにアクセスできるが、逆にインター

ネット上のホストから移動ネットワーク内の機器へは通

常アクセスできない。この制限により例えば車内LAN

に接続されている GPSに外部からアクセスして、そ

の車の位置情報を得るなどという応用が不可能になっ

てしまう。

さらに移動ネットワーク内のホストが離脱して別の

ネットワークに接続した渇合と、よその移動ホストが

綾統してきた場合には透過的な油備がおこなえない。

すなわちNAT方式は透過的に通備を継続しながら

移動ネットワークを実現するという今回の目的には対

応できない。

7 まとめ

設計しなおたが、結果としてネットワーク単位での移

動が現実的に可能であるのはVIP方式を拡張した場合

だけである。 NAT方式はそもそも移動を考慮してお

らず、 Mobi1eIP方式の拡張はトンネリングが多段に

なることにより制御が複雑になりすぎて実用的ではな

いことが判明した。

今後はVIPを改造して実装と実験をおこない、ネッ

トワーク単位の移動への対応だけでなく、従来のホス

ト単位での移動においても同ーのプロトコルで共存で

きることを確認する。また現在の設計では移動ホスト

が移動ネットワークに接続された場合に冗長な経路を

通るが、 AMTのエントリを工夫することにより最適

な経路を通ることが可能かどうか検討し、さらに移動

ネットワークのトポロジーが複雑な場合と、移動ネッ

トワークに別の移動ネットワークが接続する場合の動

作についても検討する予定である。

参考文献

[1] FumioTeraoka， Kcisuke Uchara， Hidcki Sunahara 
and Jun Murai， VIP: A Protocol Providing Ho~t 

Mobility， CACM， Vo137， No 8， Allg 1994 

[2] C. Pcrkins， IP Mobility Support， Intemct Draft: 
draft-ictf，・mobilcip-protocol-12.txt，Sep 1995 

[3] Y. Rekhter， R. Moskowitz， D. K町民Ilberg，G. de 
Groot， Addre.5s Allocation Jor Private Internet.5， 
RFC1597， Mar 1994 

[4] J. Moy， OSPF Vcrsion~， RFC1583， M町 HJ94

[5] V. Fuller， T. Li， J. Yu， 1(. Varadhan， Cla.5s1e.5s 
ln1er-Domain Routing (CIDR): an. Addre..s A8-

signment and Agg問:gationStrategy， RFC1519. Sep 

1993 

[6J R. DroUls， Dynamic Host Config町 'ationProtoco~ 
RFC1541， Oct 1993 

[i] C. Pcrkins， IP Encapsulation 11刷lLinlP， Inter-

net Draft: draft-ietf-mobileip-ip・linip4・OO.txt，Jul 
1995 

現在のインターネットにおいて、ネットワークが移 [8] P. Francis， IC Egevallg， Thc IP Network Add町ss

助することは非常に鍵しい。その理由は経路制御がネッ Trnnslator (Nat)， RFC1631， May 1994 
トワークのトポロジーが変化しないことを前提として

いるからである。よって各種の移動ホスト対応プロト

コルをネットワーク単位での移動に対応できるように

-132-




